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論 文 内 容 要 旨







【方 法 】 対 象 ；妊娠経過に異常を認めない健康な妊娠期女性58名に対し、横断的に自記式質問紙調査票を実
施した。食行動には BDHQ (brief-type self-administered diet history questionnaire)、メンタルヘルスについ
ては CES-D (The Center for Epidemiologic Studies Depression S c a le )を使用した。CES-D については、16 点
以 上 を “うつ傾向あり”群、15点以下を“うつ傾向なし”群に分類した。




植物性たんぱく質、植物性脂質、多価負飽和脂肪酸、n -6系脂肪酸、 a - トコフェロール、水溶性僉物繊維、ダイ
ゼイン，ゲニステインが“うつ傾向なし”群で有意に多く摂取していた。






【総 括 】 1 , うつ傾向のある妊婦と食品群との関連では、たまごの摂取量が少ない。 2 + うつ傾向のない妊
婦と食品群との関連では、 トマトを多く摂取している傾向がある。 3 . うつ傾向のない妊婦は、植物性たんぱく





(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （1，200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
